
いつもありがとうございます。 

W33 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・お盆休みと発注書配信スケジュールの報告 

          アルファー休業日・・・8月 13日(土)～8月 16日(火) 

                    ※8月 11日の祝日は事務所は休みですが出荷はあります。 

          ｗ31・・・配信：7月 15日(金)  締切：7月 21日(木)   

納品：7月 26日～8月 1日 

          ｗ32・・・配信：7月 22日(金)  締切：7月 26日(火)  

納品：8月 2日～8月８日 

          ｗ33・・・配信：7月 26日(火)  締切：7月 29日(金) 

納品：8月 9日～8月 15日←いまここ 

          ｗ34・・・配信：８月１日(月)    締切：8月４日(木) 

納品：8月 16日～8月 22日 

          ｗ35・・・配信：8月 10日(水)  締切：8月 18日(木) 

納品：8月 23日～8月 29日 

 

 

・北海道 特別栽培 無限樹のとうもろこし わくわくコーン 

みんなが大好きな無限樹から北海道とうもろこしが出てきます。 

実はしばらく前から無限樹からは、このとうもろこしは出荷されていたのですが、 

ハウス物の為、アルファーが取り扱える価格ではなかったので、 

今から出て来る露地ものを待っておりました。 

 

 

 



ハウス栽培を出荷している時、大川社長に話を聞いていると、 

道内の道の駅では、高いもので、茹でとうもろこしが 1本 500円で 

販売されていたそうです。 

誰がそんなとうもろこしを買うんだろうかと聞けば、 

売れるからこの値段で売っているのだろうと言われました。 

今年の画像ではなく、去年の画像になります。 

とうもろこしは先っぽに実が詰まっていないことがあるのですが、 

昨年は先っぽではなく、根元側の実が詰まっていないという、 

珍しい症状がちらほらと報告されました。 

 



昨年の北海道の気候は干ばつに大雨、酷暑と、 

北海道とは思えぬ異常気象に見舞われることが多く、 

珍しい症状の生育不良が出たように思います。 

 

今年の北海道は様々な作物で調子が良く、 

豊作だという情報が各方面から聞こえてきます。 

 

これは無限樹さんでも変わらず、好調のようです！ 

 

値段に走ればどれだけでも安いものは見つかるとは思います。 

しかし、味であったり、栽培内容であったり、 

プラス要因があれば、致し方ないですよね。 

 

そんなに長くない期間です。 

無限樹の本物の味のとうもろこしを食べてみてください！（有安海） 

 

・徳島県産 阿波千両なす 



W32発注書から新登場しております、『徳島県産 阿波千両なす』。 

右の写真は、生産者の安崎さんです。 

安崎さんの畑は、徳島県藍住町にあります。 

町名の由来にもなっている通り、かつて 『藍(あい)』 の主要産地として栄えた歴史があり、 

現在でも藍染めが町の特産品にもなっているのだそうです。 

地図を見て頂くと分かりますが、吉野川と旧吉野川に囲まれた地域で、 

いわゆる三角州と呼ばれる土地です。 

 

この吉野川、『日本三大 暴れ川』 に数えられるほど、 

度々洪水を引き起こす川として知られています。 

 

少し前の記事にも書きましたが、 

氾濫を起こしやすい川の付近にある地域は、 

氾濫と共に肥沃な土が運ばれてくる場所であり、 



健康で美味しい作物を育てやすい環境となります。 

 

肥沃な土地ではありますが、土地の構造上 肥料は抜けやすいとのことで、 

生産者の安崎さんはその点に苦労されているそうです。 

しかしながら、肥料の量を巧みに調節し、 

なす自体にチカラを蓄えさせているので、 

火を通せばトロトロ食感がたまらない、美味しいなすになっています。 

 

なすのお話から変わり、少し販促部らしいお話をします。 

販促物を作成する時、栽培台帳調査やインタビューなどを通して、 

なぜ その産地のその作物は美味しいのかを探ってきました。 

同じ作物でも、産地が違えば、その作物の様子や味も変わってくるので、 

知るたびに楽しさがあります。 

土地の特性に、生産者の技術が加わった結果、 

その個性ある美味しさが表れているんですね。 

お客様にもその良さが伝わるよう、販促物にそれらを上手く表現していきたいと 

思いますので、是非ご活用いただければと思います。(販促部：渡部智加) 

 

・じゃがいも・品種特徴の違いについて 

年中、料理で使いやすく、美味しいじゃがいも。 

 

夏場は、ナトリウム等、ミネラルを多く含んでいるという点から、熱中症対策として、 

多く食べていただきたい野菜です。 

 

そんな、じゃがいもを食べていただく際、参考にしていただきたい、 

各品種の得意な料理を、今回は書こうと思います。 

 



アルファーでは現在、大きく分けて三品種を取り扱っています。 

【メークイン】→風土のメークイン 

【にしゆたか】→高橋さんのじゃがいも・なんぶ新じゃがいも 

【キタアカリ】→野本さんのわかめの力のキタアカリ 

 

同じような見た目でも 

加熱して切ると、それぞれの違いが出てきます。 

 

メークイン・にしゆたかは、「粘質」。 

しっとり感が強く、断面はツルッとしており、崩れはありません。 

煮込み料理で力を発揮するじゃがいもです。 

 

キタアカリは、「粉質」。 

断面は凸凹で、ホロッと少し崩れます。 



煮込み料理には向いていませんが、 

粘質のじゃがいもには出せないホクホク感が特徴です。 

口の中でほろっと崩れる食感が美味しく、 

ポテトフライや粉ふき芋等で活躍するじゃがいもです。 

 

又、調べていく中で、ポテトサラダは、どちらにも向いていると感じました。 

メークインや、にしゆたかを使えば、滑らかな食感に仕上がりますし、 

キタアカリを使えば粉質でゴロッとした仕上がりになります。 

 

ご家庭によって、好みの味は違うと思いますので、複数の種類があれば選びやすく、 

手に取りやすいと感じます。 

是非、それぞれの特徴も比べてご検討ください。(販促部:吉田紗知子) 

 

・徳島県産佐々木さんの近況報告 

まずは梨から 

昨年の梅雨の影響により秋ごろに花が咲いてしまい 

本来花が咲くべきである 4月に花が咲かなかったため、実があまりなっていません。 

もちろん全ての木が秋に咲き 4月に咲かなかったわけではないですが、 

収穫量は減少する見込みです。 

佐々木さんの周りの農家も同じように言っているそうです。 

幸水に関してはほぼ期待できないそう、豊水に関しては昨年並みくらいには 

ありそうだと言っていますが実際に収穫してみないとわからないそうです。 

いつもは歯切れの悪い回答ではないのですが、今年は畑の現状を見て 

はっきりものが言えないくらいには状況が悪いようです。 

もう少し状況がはっきりしたら改めて報告致します。 

           



次にレンコン 

こちらは順調だそうです。 

一昨年から佐々木さんのレンコンは 

案内させて頂いていましたが 

一昨年は佐々木さんの意向で、 

特栽レベルではあったものの特栽では対応せず 

昨年は説得により特別栽培での扱いとなり、 

一昨年と比較して 4倍ほどのご注文を頂きました。 

今年も特別栽培で対応できます。 

 

今がちょうど花が咲いている時期なので 

佐々木さんにお願いして写真を送ってもらいました。 

実に綺麗な花が咲いています。 

収穫・出荷は 9月に入ってからなのでご案内まではしばらくかかりますが 

宜しくお願い致します。 

 

・新登場 

          なし 

・商品案内変更 

          伊唐島産        高橋さんの新メークイン・・・再度値下げ。 

          伊唐島産        高橋さんの新じゃがいも 2L・・・在庫僅少 

          宮崎県産 特別栽培 風土の畑ごぼう・・・特売。 

・終了 

          熊本県産 特別栽培 藤本姉妹の人参 

・８月新登場予定 

徳島県産 特別栽培 佐々木さんの梨・・・ｗ34予定 

宮崎県産 特別栽培 久保さんのさつまいも・・・ｗ34予定 



北海道産 特別栽培 無限樹の恋するマロン・・・ｗ34予定 

北海道産 特別栽培 メマンペッ人参・・・w35予定 

徳島県産        倉内さんのでかい白なす・・・w35予定 

・9月新登場予定 

長野県産 特別栽培 志賀高原りんごサンつがる・・・w37予定 

青森県産 特別栽培 津軽りんごサンつがる・・・w37予定 

徳島県産 特別栽培 佐々木さんのレンコン・・・w37予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんの肥後レモン・・・w38予定 

熊本県産 特別栽培 吉田さんの肥のあけぼのみかん・・・ｗ39予定 

 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


